
2024/02/26 04:00 日本経済新聞電子版  1273文字 

歌川広重の風景画「東海道五十三次」に描かれた鞠子宿
（現静岡市）

「大阪から東京」江戸時代なら２週間、リニアで1時間に－数字博物誌

　大阪―東京間の交通手段は時代を経て進化してきた。東海道を歩いた江戸時代
は２週間程かかったが、大阪府などが2037年開通へ力を入れるリニア中央新幹
線だとほぼ１時間で結ばれる。「近そうでまだ遠い」大阪と東京の距離・道すじ
の今と未来を考える。

　藤子・F・不二雄さんの人気漫画「ドラえもん」の第一巻第1話「未来の国から
はるばると」では、22世紀から来たドラえもんとのび太が出会うシーンが描かれ
る。未来が変わってしまうことを心配するのび太に対して、孫の孫という設定の
登場人物セワシは、東京―大阪間の移動を例に「いろんな乗りものや道すじがあ
る。方角さえ正しければ大阪（未来）へ着ける」と説明した。

　現在メジャーな交通手段として利用されているのは、１日に約350本の列車が
運行し40万人超を運ぶ東海道新幹線。DREAMS COME TRUEの「大阪LOVER」
では新幹線で遠距離恋愛する恋人たちの姿が描かれ、東京発新大阪行き最終列車
を「シンデレラ・エクスプレス」と名付けたJR東海のテレビCMは社会現象にも
なった。

　1964年10月1日に開業した同線は当時、最高時速210キロで約4時間かけて大
阪と東京を結んだ。現在は全ての「のぞみ」号が2時間30分以内に同区間を結
ぶ。進化を続けながら今日も多くの人を運んでいる。

　安さが魅力の高速バスや、速さとマイル付与などが強みの飛行機といった手段
も根強い人気だ。全日本空輸（ANA）や日本航空（JAL）などのフルサービスキ
ャリアでは、25歳以下の利用者を対象に運賃を安くするサービスも行っている。

　東海道新幹線以外の鉄道で大阪から東京に行く手段もある。かつてブルートレ
インという愛称で親しまれた寝台急行「銀河」や寝台特急「さくら」などは、平
成の時代に姿を消した。現在は「サンライズ出雲・サンライズ瀬戸」という寝台
特急が、同区間を約6時間30分で結ぶ。

　日中にJRの在来線を乗り継ぐと約9時間30分あまり。1日あたり2410円で全国
のJR線が乗り放題になる「青春18きっぷ」を使えば格安で行くこともできる。

　京都市に住む脚本家の大野裕之氏は仕事で東京に行く際、特急「サンダーバー
ド」などを乗り継いだ北陸経由のルートをよく利用するという。「行きは東海道
新幹線、帰りは北陸経由と乗車券を一筆書きで買うと費用を少し節約できる」と
大野さん。「北陸の風景を車窓から眺めていると、豊かな気分になれる」とおす
すめしてくれた。

　2037年の開通を目指すリニア中央新幹線は大阪―東京間を約1時間で結ぶ。航
空・旅行アナリストの鳥海高太朗氏は「リニアの開通で、大阪と東京を結ぶ航空
路線は1日数往復に大幅減便されるだろう」と予測。また、東海道新幹線の「の
ぞみ」は本数を減らす一方で、「静岡県内の駅に停車する『ひかり』の本数は増
えるのでは」と予想した。

　飛脚でも３〜４日かかった江戸時代から、少しずつ時間的な距離を縮めてきた
大阪と東京。それぞれの文化や雰囲気を醸成してきた2つの街の未来と関係性
は、1時間で結ばれることによってどう変化していくのだろうか。

　（山崎哲哉）
【関連記事】
・JR東海、静岡でリニア会合　首長「掘削調査早期に」
・JR東海、リニア工事完了「27年以降」　品川―名古屋
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